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分子シャペロンはポリペプチドの正しいフォールディングを助けるなど，様々な細胞機能発現

に重要な蛋白質群である。その中で特に大腸菌でよく研究されている DnaK は，多くの生物種間

で保存されている Hsp70 ファミリーに属している。DnaK は新生ポリペプチドやほどけた蛋白質

の疎水性領域と結合して凝集を防ぎ，正しいフォールディングを促す ATP依存性の分子シャペロ

ンであり，補助因子のDnaJおよびGrpEと協同的に働く。DnaKシステムにおいてGrpEはADP/ATP

ヌクレオチド交換因子として働くことが分かっており，さらに近年このメカニズムには GrpEの温

度センサーとしての機能が関わっていると報告されている。これは GrpEに特徴的な長く対になっ

たαヘリックスや４本束のヘリックスおよびβドメインが温度により異なった構造をとることに

よって引き起こされている。なお 1997年に E. coli由 GrpEの結晶構造が 2.80Å分解能で発表され

ているが 1)，T. themophilusの GrpEとのアミノ酸配列の相同性は約 27％である。 

われわれは高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8由来 GrpEの立体構造を明らかにし，機能発現

機構を理解することを目的に，結晶化および X線回折実験を行った。結晶化実験はハンギングド

ロップ蒸気拡散法にて行い，金平糖型および板状の結晶を得た。シンクロトロン放射光を用いた

X線回折実験の結果，ネイティブ結晶および重原子(Auおよび Pt)置換体結晶から回折強度データ

を収集し，SAD により初期位相を決定した。空間群は P4332 に属し，非対称単位中に GrpE が 2

分子存在していた。 
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